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Kyoritsu Festival 2017

Let's Enjoy Colorful Party

Date: 2017.10 1

皆様のお越 す

共立祭参加
今年も文芸OGネットワークは
共立祭に参加した。

共立祭は10月14日(土)と15日(日)の2日間にわたって行

われた。大学・短大では、個性を大切にしてほしいという願いを込

めて“ Let's Enjoy Colorful Halloween Party!” というテーマで開催
された。両日ともあいにくの雨模様だったが、ハロウィーンの飾り
つけに目を惹かれ、学園祭の賑わいや華やかさが感じられた。中学・

高校の学園祭も同日開催だったため、学校訪問や進学相談会に参加

した親子連れの姿も多く見受けられた。

OG ネットは、一昨年完成した2

号館の5階で展示とバザーを行っ

た。展示は〈「文学座」展~創立80

周年を迎えて~〉と題して、2教室

に分かれて行われた。この展示は文

芸学部劇芸術研究室が所蔵する演劇

資料の中から文学座に関する資料を

選りすぐって展示したもので、戦後

間もない頃の公演ポスターから現在

の公演まで、文学座の変遷がわかる

配置だった。2教室のうち1部屋に

は俳俳優北見治一氏の写真帖を中心に

文学文学座の本公演とアトリエ公演のポ

スター、プログラムが展示されてい

た。もう一つの部屋にはバザーと茶

菓コーナーの他、卒業生で劇作家の

川崎照代さんとその作品が紹介され

ていた。。展示パネル「川崎照代と文

学座」の一部部を以下にご紹介したい。

「崎さんは鹿児島県枕崎市のご出

身で、1961969年に劇芸術コースを卒

業、大学院でで演劇学を専攻し、在学

中から戯曲を白を書き始めた。1976年

に『川崎照代戯曲集』を上梓し、『塩

祝申そう』が1978年度の文化庁創

作奨励特別賞(第1回)を受賞し、

文化座により初演された。1993年

には『塩祝申そう』 『鰹群』 『港の風」

三部作が劇団ぐるーぷえいとにより

一挙上演され、その年の演劇界の話

題をさらったという。文学座に書き

下ろしたのは『野分立つ』(1995年)、

『初雷』(2007年)、『春疾風』(2016年)

で、中でも『野分立つ』は文学座創

立60周年、65周年の節目や、地方

公演などで再演を重ねている。

野分立
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劇芸術資料室から 北見治一氏の写真帖と文学座

ものはない

TA118 246

54年の信用生
一の写真

劇芸術研究室所蔵の演劇資料をお借りして共立祭に参

加するのは8回目である。以前から公表したいと考え

ていた資料が、俳優北見治一氏が共立女子大学に遺贈し

た写真帖とスクラップブックである。創立80周年に合

わせた「文学座展」に、この写真帖と、卒業生の劇作家

川崎照代氏を紹介できたことは喜ばしい。

優

『回想の文学座』(1988年出版、エッセイスト・クラ

ブ賞受賞)の著者北見治一氏(1920-1996) は 1949

年文学座に入団、1963年退団するまで多くの作品に出

演した。その写真帖には自身が出演した公演に関するス

ナップ写真が細かいコメントをつけられて収められてい

る。3人の創立者(岩田豊雄、久保田万太郎、岸田國士)

の笑顔の数々、三島由紀夫のくつろいだ表情、芥川比呂

志の凛々しいハムレット姿、福田恒存の演出、加藤治子

や岸田今日子の稽古場風景、などなど。文学座は1963

年に二度にわたる脱退騒ぎがあり、多くの座員が退団し

た。その事実を踏まえてこの写真帖を見直してみると、
様々な感慨を覚えずにはいられない。

文学座といえば杉村春子、としばしば言われてきた。

確かに『女の一生』や『欲望という名の電車』などはド

ル箱的作品であった。しかし 80年の歴史を演劇資料か

広場

◇著書紹介

文芸学部1期生の染村絢子氏は、学生時代からラフ
カディオ・ハーンの研究を続けてこられ、昨年『ラフカ

ディオ・ハーンと六人の日本人』という本を出版された。

前半は、教育者ハーンと茨木清次郎との交流が書かれ

ている。茨木は、教え子の中で最初にイギリスへ留学

した人物である。その2人の関係を詳しく調べるため、

2005年染村氏は、単身イギリスにわたり1か月をかけ

て調査をした。また、茨木のご子息から貴重な資料を借

り、2人の交流関係を書き上げた。

後半は、ハーンと角田柳作、田部隆次、甲斐美和、雨

宮信成、長谷川武次郎との関係を記している。雨宮信成

は、ハーン著「勝五郎再生記」の良き協力者であり、ま

らたどってみると、文学座がつねに同時代の劇作家に新

作を依頼し、また諸外国の作品をいち早く紹介してきた

ことがよくわかる。つかこうへいの『熱海殺人事件』は

文学座アトリエが初演であり、サミュエル・ベケットの

『ゴドーを待ちながら』は、アトリエ公開公演が日本初

演である。アトリエと稽古場、さらに付属演劇研究所を

かまえてきたことが、その攻めの姿勢を可能にしたので

あろうし、日本の近代現代演劇がご専門の阿部由香子先

生の言われるように「文学座が劇団というシステムを

80年も続けることができた」 秘密なのであろう。

多田久惠(S 45院卒)

■文学座5月アトリエ公開公演

6

ゴバー 26

30
待ちながら

26 都市センター・ホール B列 21 番

売上票

た、長谷川武次郎は、ハーンの作品で

重要な縮緬本の創始者であった。縮緬

本の中には「だんごをなくした お婆さん」

のような興味深い話も載せられている。

資料整理と調査に約10年かけられた、

400 ページにわたる力作である。

◇高田さんの戯曲、公演決定!

高田子さん(H27 院卒) 主宰の劇団組による

『律女立つ』の上演が決まりました。

◎ 2018年10月24日(水)~10月28日(日)

◎劇場 MOMO (中野)
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#
Spirit!

女性の自立と社会的地位向上をめざす建学精神のもと、一昨
年、創立130周年を迎えた共立女子学園。学び舎を巣立った

あと、仕事や家庭、地域など社会の様々なシーンで共立 Spirit

を放っている OGを紹介していきます。

File4 高田句子
Tsuyako Takada

第4回目のゲストは、高田匂子さん (H27 院卒)
です。学生時代にある演劇と衝撃的な出会いをし

て以来、高田さんにとって演劇は特別な存在とな

りました。2010年に自身の劇団を旗揚げ、66歳

で共立の大学院に入学されるなど、芝居への情熱

は冷めることを知りません。現在は劇団主宰、劇

作家として精力的な活動を展開しています。

――まずは、高校時代~大学進学の頃のお話を聞かせてください。

地元、長野県の高校卒業後は、上京して法律を学びた

いと思っていました。ただ当時(昭和40年代前半)は、

地方から女の子が東京に出て行くことは、まだ一般的で

はなく、両親からは大反対されました。結局地元の家政

学院へ通うことになったものの、あきらめきれず、卒業

までの2年間、隠れて受験勉強に励み、卒業と同時に

東京の大学へ進学を果たしました。

そこまでの強い思いの源は、何だったのでしょうか。

弁護士を目指していたのですが、今考えると「男性に、

親に負けるまい」という思いであがいていたのかもしれ

ません。上京してからは勉強の傍ら、映画のはしごをし、

シナリオを書いて過ごすという生活をおくりました。そ

の頃、「アートシアター新宿文化」 で 川幸雄、清水邦

夫コンビの芝居を観て強烈な衝撃を受け、そこからアン

グラ演劇に傾倒しました。

――では、大学卒業後はどうされたのですか。

司法試験に挑みましたが、合格には至らず、建設会社

に一般職として入社しました。とはいえ、芝居への熱は

冷めず、夜は劇作家を目指して独学で戯曲を書き、コン

クールに応募して賞もいただきました。受賞をきっかけ

に、劇作家の道一本でいこうと、会社を辞め、劇団青年

座文芸演出部の門を叩きました。

――それはまた、思い切った方向転換ですね。

若さゆえといいますか(笑)･･･でも甘かったですね。

劇団には8年間在籍していたのですが、その間、自分

の戯曲は1本も舞台化されませんでした。

――その後は、ご結婚されて･･･

結婚を機に劇団は辞め、しばらくは子育ての合間に戲

曲を書いていたのですが、不器用な私には両立は難しく、

悩んだ末、決心しました。子育てに専念しようと。若い頃、

母に向かって「お母さんみたいになりたくない!」と悪

態をついていた私が専業主婦という選択･･･。私の戯曲の

隠れテーマは、ジェンダーなのに現実は･･･。そんなジレ

ンマを抱きながらもやむなくの選択でした。いつか子育

ての手が離れたとき、まだ芝居への情熱があったら、そ

の時は書こう!と言い聞かせて。

――書きたいという情熱は消えなかったのですね。

結婚して25年が経った頃、下の子が大学生になり、

劇場へ足を運ぶようになりました。かつて見逃してい

た『人魚伝説』という作品を観たその時、衝撃が走り

ました。「どうして私はこっち側(観客席)にいるのだ

ろう、なぜあっち側(舞台)にいないのだろう」と。そ

う思った瞬間、抑えていたものが溢れ出て、居ても立っ

てもいられなくなりました。

一共立の大学院に入学されたのも、その頃ですか。

2010年に劇団を旗揚げし、専門的に演劇を学びたい

と思い、66歳の時に入れていただきました。実は、藤

木宏幸先生は、かつて私が受賞したコンクールの審査

員のお一人でいらして、“長い冬眠生活”を送っている

間も戯曲コンクールの資料を送ってくださり、励まし

続けてくださいました。そういった意味でも共立には

ご恩とご縁を感じております。

――今年秋に公演される『律女立つ』は、共立の卒業生である正

岡律を主人公として書かれた作品だそうですが、執筆のきっかけ

を聞かせていただけますか。

共立の入学式で「まさか、女子大に入るなんて思っ

てもみなかった」という新入生の嘆きの声が聞こえて

きたのです。その時、何としても律を書かなければ!

と思いました。共立女子大には、正岡律という素晴ら

しい先輩がいることを彼女たちに伝えたかった。律は、

声高に女性の自立を叫んだ人ではありませんが、した

たかに生き、人生をあきらめない心の強さは、見習う

べき価値あるものだと思うからです。OGの方はもちろ

ん、多くの現役の学生さんに観ていただけるとうれし

いです。

――本日は、ありがとうございました。

アートシアター新宿文化

聞き手 高橋京子(H元年卒)

1962年に誕生したアングラ文化発信地ともいえる映画

館。映画上映後、前衛演劇を上演するという斬新なスタ

イルが話題を呼んだ。ここから寺山修司、清水邦夫、 川

幸雄など新進気鋭の才能が輩出。惜しまれながらも80年

代を前に幕を閉じる。

Kyorit
u

Spirit!
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